
【
口
を
開
け
て
行
う
舌
体
操
】

① 

舌
の
先
に
力
を
入
れ
、
舌
を
出
し

た
り
引
っ
込
め
た
り
す
る

② 

舌
を
で
き
る
だ
け
前
に
出
し
て
、

右
左
動
か
す

③ 

舌
を
左
回
り
、
右
回
り
、
口
の
周

り
を
な
め
る
よ
う
に
交
互
に
回
す

④ 

舌
を
出
し
て
、
鼻
の
頭
や
あ
ご
を

な
め
る
よ
う
に
上
へ
、
下
へ
と
動

か
す

【
口
を
閉
じ
て
行
う
舌
体
操
】

①
舌
で
上
唇
を
押
す

②
舌
で
下
唇
を
押
す

③
舌
で
左
右
の
頬
を
押
す

④ 

口
を
閉
じ
た
ま
ま
で
口
唇
の
内
側

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、「
だ
液
」
が
出
な
い

と
口
の
中
が
乾
燥
し
、
飲
み
込
ん
だ

り
話
を
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
に
支

障
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
口
の
中
に
食
べ
物
の
か
す

が
た
ま
り
や
す
く
な
り
、
口
臭
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

　

楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
、
お
い
し
い

食
事
が
で
き
る
よ
う
に
「
舌
体
操
」

を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？

　

中
里
地
区
で
２
月
14
日
〜
３
月
２

日
の
間
、『
口
か
ら
始
め
る
健
口
生

活
』
を
テ
ー
マ
に
冬
季
健
康
相
談
を

行
い
ま
し
た
。

＊ 

「
健
口
」
と
は
、
口
の
機
能
が
健

康
で
あ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
だ
液
」
は
、
ふ
だ
ん
は
あ
ま
り

気
に
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
と
っ
て
も

働
き
者
な
の
で
す
。

　

消
化
を
助
け
た
り
、
口
の
中
を
洗

浄
し
た
り
、
さ
ら
に
は
外
敵
を
防
ぎ

傷
も
修
復
し
た
り
と
大
切
な
働
き
を

を
な
め
る
よ
う
に
回
す（
右
回
り
・

左
回
り
）

　

舌
体
操
は
、
食
前
に
行
う
の
が
お

す
す
め
で
す
。
舌
で
食
べ
物
を
ま
と

め
る
働
き
が
高
ま
り
、
誤
っ
て
食
べ

物
が
気
管
に
入
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
舌
の
動
き
や
働
き
が
よ
く

な
り
、
言
葉
を
は
っ
き
り
発
音
す
る

の
に
役
立
ち
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
だ
液
が
出
や
す
く
な

る
の
で
、
口
の
中
が
乾
燥
し
に
く
く

な
り
、
食
べ
物
が
残
ら
な
い
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

口
を
閉
じ
て
行
う
舌
体
操
は
、
唇
、

頬
、
あ
ご
の
動
き
も
整
え
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　中里保健センターでは、健康づくり（運動など）をす
る自主グループを応援します。
■支 援内容…会場の提供（中里保健センター訓練室・

会議室）
■対 象グループ…健康づくりを目的（営利目的としな

い）として年間を通じて活動するグループ
■使用料金…無料
　希望するグループは、３月31日㈭までに中里保健
センターへ「保健センター使用許可書」を提示するこ
とが必要です。
※許可の申請書類は中里保健センターにあります。

　自殺で命を失っている人は、警察庁資料（自殺統計）
によると、12年連続３万人を超えています。
　自殺は個人の自由な意思や選択と思われがちですが、
実際はさまざまな要因が複雑に関係し、心理的に追い
込まれた末の死といえます。
　自殺を考えている人は、悩みを抱えながらもサイン
を発しています。周囲の人の支えも必要です。

『気づき』… 家族や仲間の変化に気づいて、声を
かける

『共　感』… 相手の気持ちを尊重し、耳を傾け、
寄り添う

『つなぎ』…早めに専門家に相談するよう促す

　一人で悩まずどうぞ相談してください。
　保健センターでも、こころの健康相談を実施してい
ます。

４月より、
特定健診・がん検診
がはじまります‼
　健診を受けることで生活習
慣病やがんの早期発見につな
がります。１年に１度は健診
を受けて自分の健康状態を確
認してみましょう‼

子宮頸がん・乳がん
検診無料クーポン券
をお持ちの方へ

　お手元にクーポン券はあり
ますか？
　有効期限が、平成23年３
月31日となっていますので、
お早めの受診をお願いします。

精神障害者・家族・当事者の会
『あじさいの会』の仲間になりませんか？

　同じ病気の悩みを抱える家族・仲間同士、月に１度
集まって一緒に交流し、楽しい時間を過ごしましょう。
　今月は、みんなでストラップづくりに挑戦しました。

中
里 

☎（
57
）３
９
２
０

小
泊 

☎（
64
）３
７
４
８

健康づくりグループを応援します

３月は「自殺対策強化月間」です
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◆
小
泊
村
閉
村
記
念
碑

（
旧
小
泊
村
役
場
）

　

旧
小
泊
村
は
、
北
津
軽
郡
最
北
端

に
位
置
し
た
自
治
体
で
あ
る
。
そ
の

歴
史
は
近
世
に
さ
か
の
ぼ
り
、
当
初

は
津
軽
郡
鼻
和
庄
藤
代
組
、
享
保
一

二
年
田
舎
庄
金
木
組
に
転
属
と
な
り
、

そ
の
ま
ま
明
治
維
新
を
迎
え
た
。
明

治
四
年
第
三
十
九
区
、
明
治
六
年
第

五
大
区
第
九
小
区
、
明
治
一
一
年
郡

区
町
村
制
に
よ
り
北
津
軽
郡
小
泊
村

と
な
る
。
同
一
六
年
数
か
村
を
連
合

し
た
組
合（
連
合
）町
村
制
導
入
時
に

　

平
成
22
年
中
の
当
消
防
本
部
管

内
の
救
急
出
動
件
数
は
、
２
、８

０
１
件
で
、
平
成
21
年
と
比
較
し

て
１
８
５
件
増
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
核
家
族
化
や
高
齢
化
社

会
な
ど
の
社
会
背
景
か
ら
、
年
々

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

軽
い
け
が
や
緊
急
性
の
な
い
安

易
な
救
急
要
請
の
増
加
は
、
命
の

危
険
が
あ
る
重
症
傷
病
者
対
応
の

遅
れ
を
招
き
ま
す
。
救
急
車
を
要

請
す
る
と
き
は
、
緊
急
性
が
あ
り
、

救
急
車
以
外
に
搬
送
手
段
が
な
い

か
も
う
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

〈
救
急
車
を
要
請
す
る
主
な
症
状
〉

・
急
に
倒
れ
て
、
意
識
が
な
い

・ 

激
し
い
頭
痛
、
胸
痛
、
腹
痛
な

ど
・
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷

・ 

息
が
苦
し
そ
う
、
息
を
し
て
い

な
い

・
痙け
い

攣れ
ん

が
続
く
と
き

・ 

広
い
範
囲
の
や
け
ど
を
し
た
と
き

〈
こ
ん
な
時
は
考
え
て
く
だ
さ
い
〉

・
病
院
に
行
く
と
待
た
さ
れ
る

・ 

ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い
か

わ
か
ら
な
い

・
救
急
車
は
タ
ダ
だ
か
ら
…
…

・ 

緊
急
性
の
な
い
軽
い
け
が
や
病

気

　
（ 

手
足
の
擦
り
傷
、
風
邪
、
歯
痛
、

酒
酔
い
な
ど
）

　

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に

行
け
る
場
合
は
、
他
の
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
救
急
車
を

呼
ぼ
う
か
迷
っ
た
時
や
、
症
状
か

ら
み
て
も
緊
急
性
が
あ
る
場
合
は
、

迷
わ
ず
１
１
９
番
し
て
く
だ
さ
い
。

　

診
療
可
能
な
病
院
が
分
か
ら
な

い
と
き
は
、
消
防
医
療
案
内
も
し

く
は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
消
防
医
療
案
内
】

☎（
34
）３
９
１
１

◆
冬
の
企
画
展「
キ
ル
ト
の
仲
間

た
ち
作
品
展
」
無
料
開
放
中
！

開
催
日
時
…
３
月
20
日
㈰
ま
で
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
45
分（
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
）／
休
館
日
…
毎
週

月
曜
・
第
４
木
曜
・
祝
日

や
合
併
期
日
、
庁
舎
位
置
な
ど
が
定

め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
年
一

二
月
市
浦
村
に
よ
る
合
併
の
枠
組
み

再
検
討
の
提
案
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
協

議
は
混
迷
を
深
め
、
同
年
末
に
は
金

木
町
が
離
脱
、
同
協
議
会
は
破
綻
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
翌
平
成
一
六
年
一

月
を
も
っ
て
解
散
と
な
っ
た
。

　

以
降
数
か
月
に
わ
た
っ
て
新
た
な

枠
組
み
が
模
索
さ
れ
た
結
果
、
同
年

六
月
に
は
「
中
里
町
・
小
泊
村
合
併

協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
七

年
三
月
二
八
日
新
生
「
中
泊
町
」
が

誕
生
す
る
に
至
っ
た
。
一
方
近
世
以

来
数
世
紀
、
明
治
二
二
年
村
制
施
行

以
来
一
一
六
年
間
に
わ
た
っ
て
単
独

村
と
し
て
歩
ん
で
き
た
小
泊
村
は
、

つ
い
に
歴
史
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

閉
村
記
念
碑
は
、
合
併
前
日
の
三

月
二
七
日
に
建
立
さ
れ
、
碑
表
に
は

「
あ
り
が
と
う
小
泊
村　

希
望
の
未

来
へ　

翔
び
た
と
う
」、
碑
背
に
は

小
泊
村
村
章
な
ら
び
に
村
民
憲
章
全

文
が
刻
ま
れ
、
小
泊
村
へ
の
別
れ
と
、

未
来
へ
の
決
意
が
表
さ
れ
て
い
る
。

は
第
二
二
組
に
属
し
、
組
合
戸
長
役

場
が
置
か
れ
た
。明
治
二
二
年
市
制
・

町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
組
合
制
に
基

づ
い
た
町
村
合
併
が
推
進
さ
れ
た
が

（
明
治
の
大
合
併
）、
小
泊
村
は
単
独

一
村
の
ま
ま
、
近
代
村
制
を
施
行
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

昭
和
二
八
年
に
は
町
村
合
併
促
進

法
が
施
行
さ
れ
、
全
国
規
模
で
町
村

合
併
が
進
行
し
た（
昭
和
の
大
合
併
）。

翌
昭
和
二
九
年
二
月
青
森
県
町
村
合

併
促
進
審
議
会
に
よ
っ
て
、
相
内
・

脇
元
・
小
泊
・
十
三
の
四
村
に
よ
る

合
併
計
画
試
案
が
策
定
さ
れ
た
。
同

試
案
を
受
け
て
、
同
年
八
月
相
内
・

脇
元
・
小
泊
三
村
に
よ
る
任
意
の
合

併
協
議
会
、
同
年
一
〇
月
に
は
十
三

村
を
加
え
た
「
四
か
村
合
併
促
進
協

議
会
」
が
発
足
し
、
合
併
に
向
け
て

の
協
議
が
も
た
れ
た
が
、
役
場
位
置

を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
、
協
議
会
は
解
散

に
至
っ
た
。

　

平
成
七
年
合
併
特
例
法
が
改
正
さ

れ
る
と
と
も
に
、
合
併
特
例
債
に
よ

る
支
援
な
ら
び
に
地
方
交
付
税
の
削

減
に
よ
っ
て
、
再
び
市
町
村
合
併
が

促
進
さ
れ
た（
平
成
の
大
合
併
）。
平

成
一
四
年
四
月
中
里
・
金
木
・
市
浦
・

小
泊
四
町
村
に
よ
る
任
意
の
「
津
軽

北
部
地
方
合
併
協
議
会
」、
翌
一
五

年
二
月
に
は
津
軽
地
方
初
の
法
定
協

「
津
軽
北
部
四
町
村
合
併
協
議
会
」

が
設
置
さ
れ
、新
町
名「
十
三
湖
町
」

中
泊
石
碑
�
�
�
�
��
＃
８

救急件数グラフ

救
急
車
の
適
正
利
用

に
ご
協
力
を
！

�
救
急
車
を
呼
ぶ
前
に
�
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中　

村　
　
　

聡（
長
野
県
）

　

山　

田　

香　

織（
上　

町
）

長　

利　
　
　

勇 

60 

（
深
郷
田
下
）

塚　

本　

キ
ヨ
ヱ 

77 

（
福　

浦
）

加　

藤　

八
重
子 

76 

（
八　

幡
）

谷　
　
　

ヤ　

エ 

75 

（
薄
市
上
）

上　

野　

イ　

マ 

79 

（
大
沢
内
）

葛　

西　

末
太
郎 

80 

（
派
立
下
）

佐
々
木　

イ　

ソ 

91 

（
富　

野
）

櫻　

田　

達　

美 

78 

（
深
郷
田
下
）

小　

野　

芳　

照 

75 

（
今
泉
上
）

岩　

間　

ミ　

ネ 

82 

（
薄
市
下
）

三　

上　

純　

夫 

70 

（
富　

野
）

越　

野　

ユ
キ
江 

69 

（
新
町
2
）

長
谷
川　

サ
ツ
エ 

75 

（
入　

舟
）

長
谷
川　

み　

つ 

84 

（
上　

町
）

越　

野　

幹　

雄 

77 

（
浜　

町
）

白　

川　

タ　

カ 

92 

（
小
泊
派
立
）

佐
野　

怜れ
い

斗と 

（
男
・
純
一
） 

田
茂
木

小
野
寺
風ふ
う

雅が 

（
男
・
勇
磨
） 

今
泉
上

奈
良　
　

雅
み
や
び 

（
女
・ 

亘 

） 

今
泉
下

川
島　

小こ

雪ゆ
き 

（
女
・ 

要 

） 

田
茂
木

長
利　

晴は
る

音と 

（
男
・
真
樹
） 

上
豊
岡

秋
谷
柚ゆ

凛り

希ね（
女
・
龍
導
）深
郷
田
下

三
和　

瑛え
い

翔と 

（
男
・
秀
佳
智
） 

浜
町

磯
野　

柊し
ゅ
う
と斗 

（
男
・
章
次
） 

下
前
中

　

秋　

田　

真　

伸（
今
泉
上
）

　

柏　
　
　

理　

恵（
野
辺
地
町
）

　

皆　

川　

泰　

之（
神
奈
川
県
）

　

山　

田　

琴　

美（
向
町
下
）

　

秋　

元　

憲
一
郎（
薄
市
上
）

　

田　

中　

杏　

奈（
向
町
下
）

　

内　

山　

晃　

扶（
弘
前
市
）

　

菊　

池　

彩　

加（
深
郷
田
上
）

　

三　

上　

寿　

明（
今
泉
下
）

　

櫻　

田　

尚　

子（
青
森
市
）

　

古　

川　

和　

英（
尾　

別
）

　

阿　

部　

倫　

子（
五
所
川
原
市
）

　

鹿　

内　
　
　

聖（
つ
が
る
市
）

　

大　

石　

奈
緒
美（
深
郷
田
下
）

16 水 中里幼稚園卒園式

17 木 13：00～ 乳児健診（中里保健センター）

18 金 薄市小・小泊小卒業式

19 土 中里小・武田小卒業式
小泊保育所修了式

20 日 富野保育所修了式

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金 町内小・中学校修了式

26 土 中里保育所修了式

27 日

28 月

29 火

30 水 10：00～11：30 こころの健康相談（中里保健センター）

31 木

3　月
1 金

2 土

3 日

4 月 10：00～ 小泊保育所入所式

5 火

6 水 13：00～13：30 ポリオ生ワクチン投与（中里保健センター）

7 木 町内小・中学校入学式

8 金 10：00～

12：50～13：00

高齢者教室（中央公民館）
2歳6か月児歯科健診（中里保健センター）

9 土

10 日

11 月 14：30～16：30 運動教室（中央公民館）

12 火 ７：00～
胃がん・肺がん・大腸がん・特定健診

（内潟公民館）

13 水 ７：00～
胃がん・肺がん・大腸がん・特定健診

（内潟公民館）

14 木 ７：00～
胃がん・肺がん・大腸がん・特定健診

（内潟公民館）

15 金 11：00～ 子宮がん・乳がん検診（内潟公民館）

4　月

（
1
月
届
出
分
）

１月末現在（前月比）

人　口 13,374人（－22）
　男　 6,349人（－４）
　女　 7,025人（－18）
世帯数 5,160戸（－６）
出生　８  ／  死亡　19
転入　10  ／  転出　21
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